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　芦刈町の一部を治めた
神代家の家臣の横

よこ

尾
お

紫
し

洋
よう

は京都で早い時期に尊王
を鼓

こ

吹
すい

しました。幕府に囚われ、芦刈町の神代領小
路の永明寺に幽閉され斬首となりました。
　小城町では、かの祗園太郎がやはり尊王運動に参
加しました。彼は西郷大庄屋出身で古

こ

賀
が

利
とし

渉
ゆき

と言い、
墓は清浄院にあります。
　幕末には神代領家臣で芦刈町三王崎の江

え

原
はら

喜
き

右
う

衛
え

門
もん

が江藤新平と共に尊王運動に従事しました。新平
の従兄弟で、墓は福田寺にあります。のちにその子
は神代と改姓して長崎県議会の副議長となりまし
た。墓碑を記したのは長崎の西

にし

道
どう

仙
せん

で、勤王の志士
で、万歳三唱を考案して世に広めた人物でした。同
寺には新平の母方の生家である浦氏の墓もありま
す。浦氏は新平の父の晴気移住を世話し、処刑後に

はその首
しゅ

級
きゅう

を埋葬しまし
た。
　ところで佐賀市の龍造
寺八幡宮では幕末尊王の
義祭同盟が行われ、境内
の橘神社には楠木正成の
菊水紋が彫られています。
　小城町の須賀神社裏手
中腹の大楠神社でも楠

なん

公
こう

が祀られ、菊水紋が刻まれています。これは柴
しば

田
た

花
はな

守
もり

によります。さらに芦刈町中溝の乙宮神社の
拝
おがみげぎょ

懸魚にも菊水紋が彫られています。本殿改修は万
延年間で義祭同盟と同時期でした。江原喜右衛門の
妻はのち初代村長をだす氏子の横尾氏の出で、この
菊水紋には江原も当然に関わっていたと考えられま
す。（続）� 小城郷土史研究会／著

小城市の尊王運動 〈その１〉

　土
は
生
ぶ
遺跡は、今から2000年程前の弥生時代中頃に

嘉瀬川以西における拠点集落となりました。その成
立前と衰退後に拠点となる集落域が移っていった様
子などを知ることのできる資料として、石

い
木
しき
中
なか
高
たか
遺

跡（三日月町石木）や丁
ちょう
永
なが
遺跡（小城町松尾）から

出土した土
ど
偶
ぐう
や前漢鏡などの考古資料２件７点が新

たに小城市重要文化財に指定されました。
◆文化財名
・石木中高遺跡出土土偶１点、附土製品２点
・�丁永遺跡出土連

れん
弧
こ
文
もん
昭
しょ
明
めい
鏡
きょう
（破

は
鏡
きょう
）附
つけたり
６号甕

かめ
棺
かん
１点、

　碧
へき
玉
ぎょく
製管
くだ
玉
たま
１点、供

きょう
献
けん
土器（鉢）１点

　文化課では「～小城どこでんミュージアム～屋根
のない博物館構想」に基づいて、毎年市内に所在す
る文化財などに順次説明板を設置したり、古くなっ
たものは更新したりしています。
　令和４年度は、芦刈町の松土居と芦刈町小路の神
代氏のお館跡の説明板を更新しました。お近くに行
かれる際には、ご見学ください。

小城市重要文化財に指定されました 文化財説明板を設置しました

▲�
丁
永
遺
跡
出
土
連
弧
文

昭
明
鏡

▲芦刈町の松土居 ▲芦刈の神代氏のお館跡

▲乙宮神社の菊水紋
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